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生物多様性ビジョン＆基本戦略策定・実行支援プログラム

生物多様性の取組みを着実に推進するには、まず自社の活動と生物多様性の関わりを認識
し、基本的なビジョン・戦略を持つことが大切です。一連のプロセスをワンストップで支
援いたします。生物多様性コミュニケーションプログラムを効果的に組み合わせたプログ
ラムを提供することも可能です。

生物多様性企業活動支援プログラム

事業特性やビジョン・基本戦略に応じて、適切で効果的な生物多様性の取組みの具体化と
実行を支援いたします。カスタムメイドのソリューションを提供するほか、下記のような
当社独自のプログラムによる支援も可能です。

生物多様性保全は地域的な取組みが本質的に
重要です。企業と地元自治体・地域社会・
NPOなどのステークホルダーが、生態系リス
クと、保全をしないと生じるリスクについて認
識を共有し、ともに連携して意思決定しながら
取組んでいく「生態系リスクガバナンス・アプ
ローチ」が効果的です。

現在、全国自治体で拡がりつつある生物多様
性地域戦略の策定でも地元企業などの役割が重
視されますが、そのような地域貢献に活用する
こともできます。

生態系リスクガバナンス・アプローチ

従来の自然保護と異なる“生物多様性保全”
の特徴的かつ重要なコンセプトは、生物多様性
の恵み（生態系サービス）を様々な形態の利益
配分や社会貢献を通じて、持続的に維持しなが
ら利用していくという考え方です。

この「持続可能な利用＆利益配分アプロー
チ」は、本業と生物多様性の取組みを有機的に
統合し、企業と生物多様性とステークホルダー
のWin-Win-Winな関係づくりと、社会的評価の
獲得にとても効果的です。最近注目されるBOP
ビジネスに適用することも可能です。

持続可能な利用＆利益配分・アプローチ

事業と生物多様性の関わりの見える化と保全・地域貢献 “本業×生物多様性”を活用したビジネス創出・活性化

主なプログラムの流れ

①社内での生物多様性の理解促進と社内体制づくり ⑤活動の
ビジョ
ン・基本
戦略の
策定

③ステークホル
ダー（社会）と
その評価の把
握

②生物多様性
と事業との関
わりの洗い出
しと評価

④リスクとチャ
ンスの分析

⑥活動内
容・行動
計画の
具体化

⑦実行と
社会的
評価の
形成
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〔お問合せ先〕調査研究部

Tel： 03-5524-7333
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